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論文内容要旨

序論

 北海道の海成古第三系は主として石狩,留萌,天北及び釧路の4炭田地域に分布しており,

 日本の古第三紀生層序の確立に適した多くのsequenceを含んでいる。これらのsequenceの底

 生有孔虫の研究は主として浅野によって行なわれた。しかし従来,系統的な試料採取により行

 なわれた研究は少なく,浮遊性有孔虫の研究もごくわずかであった。筆者は,従来の検出個体数

 に比し,より多くの保存良好な個体を上記4炭田地域から検出し,これらを利用して,北海道

 古第三系の有孔虫の記載と,浮遊性有孔虫による時代決定,及び有孔虫化石暦序の確立を目指

 した。また,設定した底生有孔虫化石帯に基づき北海道の各地域問の古第三系の対比と,古地

 理及び古環境の復元を試みた。

 1.地質学的背景

 調査地域をその地理的位置に基づき,石狩,留萌,天北及び釧路の4つのreglonに分割し,

 さらに石狩regionは,夕張,空知の2つのareaに,天北regionも,中頓別,稚内の2つのarea

 に細分する。石狩地域(reg圭on)の古第三系は,陸成相ないし浅海成相の石狩層群と,その上位の海

 成相である幌内層及び紅葉山眉からなる。このうち砂層・シルト岩を主体とする紅葉山層下部

 については,十三哩砂岩部層の新称を与え,定義し,その地理的分布を開らかにした。留萌地

 域では,陸成相ないし浅海成相の雨竜屡群の上位に不整合関係で,下紀念層,達布暦が重なる。

 天北の中頓別地域には,海成相の字津内層が,白亜系の上位に狭小な分布を呈し,稚内地域で

 は,同じく白亜系の上位に海成相の曲淵屡が散在する。釧路地域は,陸成相ないし浅海成相を呈

 する浦幌層群と,その上位の海成相である音別層群(大曲層,茶路層,縫別膚)からなる。

 王L有孔虫化石層序

 北海道の古第三系には,研究地域の対比に有効な下記の5つの底生有孔虫の事件(event)が下

 位から順に認められる(Table1)。

 工.B毎」襯吻αyα加fのlaStOCC蟹renCe

 2.働1加劾αsohω昭副の爆発的な出現

 3.伽Joρh名㎎'那。粥召s%規房1あα伽sのlastoccurrence

 4.石灰質有孔虫の急激な増加

 5.磁1枷勉αsohω曙囲の産出量の急激な減少

 以上のevent等に基づき,下記の8つの底生有孔虫化石帯を石狩地域において定義する(Ta-

 blei)。石狩層群中には,若鍋層相当のEφh翩翻硲研磁1～θoρh砿云妙餌召%爵Assemblage-

 zoneと,赤平層及び平岸層相当のEφ隔4伽窺勅薦α吻郷色8%1諭劾α翅餓Assemblage-zone

 が認められる。両zoneの間にはbarreninterzoneA(美唄層相当)が,後者のassembねge-zone
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 の上位にはbarrenl就erzoneB(芦別屠相当)が,また,同じasse鵬blage-zGneの中部には幾春

 別層相当のbarrenintrazoneが存在する。幌内層中には上記5つのeve就に基づき5つの化石

 帯が認められる。その最下部は吻1のh㎎彫。漉s!伽α蕗磁ヵloφh羅g㎜o歪48ssめ召∂ol%嬬As-

 semb}age-zoneであり,その上限はE夘伽のlastoccurrenceにより定義される。石狩暦群

 中と蝿内層中の上記の3つのassemb三age-zoneはいずれも多様性の低い群集からなる。且つ3

 者とも,それらより上位の化石帯とは異なり,優勢種の中には各zoneに園有な種が存在する。

 また,これらのzoneの分布は狭い地域に限られている。E伽α蕗圧szめε∂o擁%sAssembiage-

 zoueの上位にはE翼δ8〃Bsoh観g6万1nterva生一zoaeが存在する。その上限はEsoh急σ㎎顔

 のゴirstGccurrenceにより定義される。このzoneは石狩地域ばかりでなく,留萌地域の下紀念

 層及び達布罵最下部にも分布する。さらに上位には,鼠既倒わ∫1磁≠総のlastocc雛rreRceを上限

 とするBs`h!〃㎎召7〃κ%励∫漉α∫薦Concurrent-r即ge-zoReが存在する。このzone中にfirst

 occ穀rrenceをもつ石灰質有孔虫種は非常に多く,多様性も増加する。Bsoh御㎎召πが最優勢種

 として爆発的に出現するのに対し,他の種は産出頻度が低い。このzoneは夕張地域の幌内屠下

 部及び留萌地域の達布麿主部に分布する。さらに上位の圧sz`加∂oJ%伽s-C卿。茄。αAssem・

 blage-zoneは,石灰質有孔虫の急激な増加によって上限が定義される。このzoneは砂質有孔虫

 が優勢で,多様性が低く,夕張地域の南部になるほどよく発達している。このzoneは夕張地域

 の幌内層中部,及び上部の一部と,留萌地域の達布層最上部に分布する。

 幌内麿の最上部のzo肥は,Esoh"4gε呼G跡。勧ηαッ。々。翼辮漉Assembiage-zoneであり,

 Esohz〃㎎8γ∫の急激な減少によって上限が定義される。このzoneは石灰質有孔虫が優勢で,多

 様性の高い群集組成を示す。このzone中で∫lrstocc寝rrenceを示す種は2種のみであるが,上

 限付近でIastoccuπenceを示す種は20種を数える。北海道の中部,北部及び東部1こ分布し,各

 地域における構成種は大部分共通している。古第三系底生有孔虫化石帯の最上位は!%吻π

 εzoε%ε毎C.麺。舜。αAssemblage-zo捻eである。本帯下限より下位において絶滅しなかった,生

 存期間の長い種から構成され,多様性が低い。このzoneは夕張地域の紅葉山層,釧路地域の茶

 路贋上部と縫翔層,及び天北地域の宇津内層上部と曲淵屠に分布し,いずれも凝灰質堆積相と

 対応している。

寡
備

奪
職
譲
馨

馨

 m.時代と対比

 幌内層中部から検出したGlO知名0孟。磁初SO痂α1こよって,幌内層中部はニュージーランド等

 の上部始新統に対比される。また,幌内層下部から検出したS励δoi珈伽4勿吻やOJoわoro一

 元αlo∫磁ss醜万もこの見解に矛盾しない。幌内層上部から検出したCh歪log彫規δε1加α伽加郷澹,

 S%勧0!痂αC{・0廻gO%8鴬餅こよると,幌内屠上部は始新統一漸新統の境界付近に対比される。

 宇津内暦下部からは,Glo6伽。孟σ伽1初石塑∂s々48.Ch吻g麗励召1∫翩翩δε%s奮,GJoδ伽。地10漉s

 c{.z〃漉。勉を検出した。よって,宇津内属下部は上部始新統から下部漸新統の範囲内に含まれ

 ると考えられる。

 ・一446一

聾



 ShlbataandTanal(1982)によると,釧路地域の縫瑚層中部のK-Ar年代は,初期漸新世と

 後期漸新世の境界付近である。底生有孔虫によって縫別層として対比される紅葉山眉は,上記

 の結果から,漸新統に対比できる。

 北海道内の底生有孔虫化石帯に基づく対比は,Table1に示す通りである。

 }V.古環境に関する考察

 Eゆh虎!伽規αsα箆。〃～εoゆ㎞孟妙ヵ雛ηs歪sAssembiage-zo捻eから伽Z砂h㎎吻。毎6s如難4露

 助Joφhア㎎脚∫48ss幼θ∂oJ漁8Assemb産age-zoneまでの3つのzoneの内部ないし中部浅海相

 を示唆するが,より上位の有孔虫群集は海進を示唆し,且つ外部浅海帯から半深海帯の間の環

 境を示す。E硲朋砿1～.ゆ卿伽s翻Assemblage・zoneからκszめ8∂olz∫渉z`s-Gγ61α別別inα加。が

 f昭Assemblage-zoneの6つのzoneの分布は,石狩地域と留萌地域に限られるが,伽」魏初α

 so加㎎1召傍Gy名。翩翩夕。ゐ。翼窺厩Assemb}age-zo捻eは北へ延びて天北地域の南部にまで達す

 る。さらに上位のくめ%∫∂η890醜s鼠α加。醇。αAssemblage-zoneはさらに北へその分布を広げ

 る。以上の事実に基づくと,“古石狩海"は後期始新世から漸新世の間に北方へ向かって海進し,

 天北地域に達したと考えられる。他方,北海道東部の釧路地域では,後期始新世において海進

 が起こり,内部から中部浅海相を形成した。また,上位2つのassemb至age-zoneは外部浅海帯

 から半深海帯を示し,後期始新世から漸新世にかけて次の海進を示唆する。

 空知地域上芦別の幌内層基底礫岩中の礫種は神居古潭帯起源と考えられる。この事実は,当

 時,現在の日高山脈付近に陸域が存在していたことを示す。少なくとも幌内贋下部堆積期にお

 いて,両堆積盆地間に,barrierないしsillが存在し,海水の循環を妨げていたと考えられる。

 次に夕張地域の幌内層群に絞って古環境を考えてみる。放散虫化石の産出量およびsalld

 coRtentsとシルト岩中の砂粒の組成は,夕張地域の南のsectionに向かって海底が深くなって

 いたことを示唆している。この事実と,section及び幌内膚群の分布とから,現在地表に分布し

 ている幌内層群の大半は,北海道中部の西側斜面の外部浅海から半深海の深度において堆積し

 たと考えられる。砂質有孔虫の割合が南へ増加し,且つ幌内層中部において増加していること

 は,南の地域が石灰質有孔虫が生息しにくいような深海ないしstagnantな環境下にあり,幌内

 層中部堆積期においてこのような環境が夕張地域全域に広く発達したことを示す。また,夕張

 地域の中央部において砂質有孔虫と石灰質有孔虫の比が波長の短かいサイクリックな変化を示

 している事実から,この地域が,富酸素浅海水塊と貧酸素深海水塊との遷移区域にあったと考

 えられる。Bso加階召ゆσ.yo々。昭漁協Assemblage-zoneの下限の石灰質有孔虫の急激な増加

 を示す面は,同時間面と考えられる放散虫ActinommldaeFo㎜Aの出現暦準と斜交してお

 り,石灰質有孔虫優勢群集は北部のnear一曲oreから南部のof{一曲oreへ分布を広げたと考えら

 れる。幌内層の底生有孔虫は,砂質と石灰質有孔虫の頻度の差を除けば,北と南でほとんど差

 異がない。この事実は,始新世において底潜水が暖かく(10～13℃)鉛直温度勾配が現在の約半

 分しかなかったことと関連があると思われる。夕張地域の幌内層について,手島(1955,1958)

 一447一



 の大型化石による分帯と筆者の底生有孔虫化石の分帯とを比較すると,二つの例外を除いてよ

 く一一致している。この二つの例外は,Bs6h醐g召γ〃E%魏魏加美祝sConcurrent-range-zoneの

 上限が大型化石帯のB帯からD帯までに斜交することと,幌内暦中部が底生有孔虫では細分で

 きないことである。

 北海道の底生有孔虫は,北米西海岸との共通種を多くもつ一方,ヨーロッパとは,共存期間

 が長く分布範闘の広い種を除くと,ほとんど共通種をもたない。この事実から,環太平洋地域

 とヨーロッパ地域の間に地理的隔離が存在したことが仮定される。

 記載の章では,統一された形式のもとに,142種(うち39新種〉,3亜種(うち1新亜種)の記載

 を行った。

 Table1,Ben七h土cforamir江£eraleven七sandzones⊥nHokka土do`Japan
             oP

             BεNT罰工C工SI肛KハR工RεG工ONρ二2HO寓H図z窮
             八GEFORAM工N工FERハLEV冠NΨSBgNT9工CFORA赫工NIF冠RALZONES切o貧臣震臣

             r'一、

             o巻躍oκonまoηezoeη515一σgola㎜加apaσif1σaAssemb工ag琶一zone肘」膏32.6土!.7MaNBCHTMG
             Rap土ddeczea6e→

             麟2勲UO国国inabundanceofB、50加age点Exp103土ve⊥ncreage》ofcalcareousforam土nifera冴.u紬1ユioa加3→Eu1加加a5σ加ageね一Ggroid加aりokoりa醐1Assemb工age曙oneHap10PわragπむゴdessubevOIU仁ロS-cソcla㎜加apaごゴfiσδAsse恥b工age-zone口o回■瞬¢αqコqH唱唱r→日(瓦Cし土no㎜idaeForm八(F.ojlRUト沿工iコlREGION1日llorρ裡lr'}噂「'■111氏lloIl』1m切島望o←雛H<襲
             無く■(も.o.)Bu1加加a5ch圃ger1/Hapユophrag川σゴde5応爵o』TPlOl君1邸ll醤1

             umb1110atロs・■対lPI
             eoncurrenヒィange-zone口o1L『」1

             β、εσ加ageri一一→■o臼
             (F.o∂8u11瞬naりdbe1/Bロユ1miηa氏03

             5ch弾agerlInヒerval門zoneo{SH
             B.り訪e1{Lo.1→1

             HapユOP封ragmolde3亡aηaif一A'“降
             甜ap10P加a卯pjde3
             subeμoユu仁uεAssemblage一
             zo員e

             「「

             8arren土nヒeτzone葛八S`11奪
             EIP飯dゴumi3ねikarゴense一HR1]tI

             “・Bu1ゴm加aり⑳ei工Kbarren土nしrazone1氏1
             Assemb生age-zone脈1つ101■1

             lOl

             Barren土nヒerzoneハBBi量il1
             ε1phゴd1ロmasaη01一E1
             R醗OP舶x亡apρuen315甑!1

             Assemb工age-zone1_4華
 脊:ゑot二ass土um-argoηmet二hodaft二erSh土ba七aandり2a蹄a土,19日2
 F.OF土rsヒoocurrenoe

L`OLastoccurrence

講
嘩
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 論文審査の結果の要旨

 北海道の古第三紀有孔虫に関する研究は,すでに珀世紀末において着手されていたものの,

 その後継承されることなく経過して,今世紀後半に至って漸く有孔虫群の概要が明らかにされ

 たにすぎない。海保邦夫提出の論文はこの不備を補った古第三系に関する詳細な有孔虫生暦序

 の調査研究の成果である。

 彼は古第三系の層位学的調査と底生有孔虫の分類学的研究に基づいて,群集及び構成種の膠

 位的並びに地理的分布を明らかにし,地域内対比を進め,さらに浮遊性有孔虫による国際対比

 と地質年代の決定を行った。また,年代と化石帯区分の枠組の中で,古第三紀の古地理・古環

 境の解析を試みたものである。

 古第三系の有孔虫生屡序の研究に当って,海保は海成暦の主として発達する道央部の石狩・

 留萌・天北地区,及び道東部の釧路等,北海道の主要炭田地区において詳緬な岩相層序を検討

 し,生層序確立に必要な地域及び地質断面を選定した。次にこれら断面における底生有孔虫化

 石の層位的分布を明らかにし,各断面に関する資料を整理して,それらに共通する群集ないし

 種の層位的変化を,有孔虫の“事件"と認定した。これらの事件の発生した層準等に基づいて,

 石狩地区では海成古第三系を8化石帯に区分した。これらの化石帯の一部は石狩以外の地区に

 も追跡され,地理的分布範囲が判明した。

 浮遊性有孔虫は底生有孔虫に比べて産出が稀であるが,石狩・天北・釧路地区より検出され

 たこれらの資料に基づいて,少くとも幌内暦群の時代は中期始新世より漸新世にまたがるもの

 と結論された。

 底生有孔虫化石帯の群集組成は海底古環境をよく反映している。石狩地区の8化石帯のうち

 下位の3化石帯は内部一中部浅海帯の堆積相を示し,上位5帯は外部浅海帯一半深海帯の堆積

 相を示す。これら化石帯の発達状況に基づいて,北海道中軸部の堆積盆地では古第三紀海進が

 漸次南より北に進み,後期始新世より漸新世にかけて天北地区まで及んだこと,またこれに対

 して道東部盆地では海進が2期に分かれ,後期始新世の内部一中部浅海帯堆積物,後期始新世一

 漸新世の外部浅海帯一半深海帯堆積物を残したことなどが明らかにされた。さらに夕張地域で

 は詳細な環境解析が行われ,水深・水温・溶存酸素・水塊分布などに関する重要な知見が得ら

 れた。

 後半の分類に関する章では,39新種,1新亜種を含む142種,3亜種の底生有孔虫が記載され

 ている。

 以上,北海道の古第三紀底生有孔虫の詳細な分類学的研究,化石帯区分の体系化,これに基

 づく古環境論は日本列島の古第三系研究への重要な貢献と評価される。これは海保邦夫が自立

 して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示すものであり,よって海

 保邦夫提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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